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「みんながけんこうに　　　　　
　　　　げんきにすごせますように」

７月７日　七夕

大割野商店街に飾られた笹と短冊

さまざまな色の飾りがとてもきれい

ただ天気はパッとしませんでしたね

今年はどんな願い事をしましたか？



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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国

だ
よ
り

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
平
成
29
年
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、国
民
健
康
保
険
証
が
届
い
た
場
合

は
、役
場
へ
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
の
変
更
手
続
き
は
自
動
的
に
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
早
め
に
役
場
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

届いた保険証は
必ず確認ください！
▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
７
月
31
日

※
次
の
方
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

〇
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
に
な
る
か
た

・
70
歳
に
な
る
か
た
…
誕
生
月
の
月
末
ま
で

・
75
歳
に
な
る
か
た
…
誕
生
日
の
前
日
ま
で

・
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
、
65
歳
に
な
る
か
た
…

誕
生
月
の
月
末
ま
で

※
有
効
期
限
が
平
成
30
年
７
月
31
日
以
前
と
な
っ
て
い
る
か
た
は
、
期

限
が
切
れ
る
前
に
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
７
月
31
日

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、
役
場
の
封
筒
と
は
異
な
る
封

筒
で
、
１
人
ず
つ
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
　

同
一
世
帯
の
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
か
た
が
対
象
と
な

り
、
入
院
時
の
自
己
負
担
限
度
額
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
度
に
減
額
認
定
証
を
交
付
さ
れ
た
か
た
で
、
29
年
度
も

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
か
た
は
、
保
険
証
と
は
別
に
減
額

認
定
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
平
成
29
度
に
新
た
に
減
額
認
定
の
対
象
に
な
っ
た
か
た
に
は
、
申
請

書
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら

新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い

※
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

国民健康保険に
加入しているみなさんは…

新しい保険証の色は

水 色

後期高齢者医療制度に
加入しているみなさんは…

新しい保険証の色は

ベージュ色
（薄茶色）

●自営業のかた
●農業・漁業に携わるかた
●職場の健康保険に加入して
　いないかた　など

●75歳以上のかた
●65歳から74歳までの
　一定の障害のあるかた
　（加入手続きが必要です）

対象と
なるかた

対象と
なるかた
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高
額
医
療
費

　
　
　

  

制
度
と
は

（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
向
け
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
29
年
８
月
か
ら

高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

　

町
国
保
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
差
額
通
知
を
実
施
し
ま
す
。

〇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
こ
れ
ま
で
効
き
目

や
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
き
た
薬
と
同
等
と
認

め
ら
れ
た
、
低
価
格
の
薬
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
薬
代
の
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
と
は

　

過
去
に
受
診
さ
れ
た
際
に
処
方
さ
れ
た
医
薬

品
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
の
自
己
負
担
軽
減
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

７
月
（
４
月
診
療
分
）

　

11
月
（
８
月
診
療
分
）

　

３
月
（
12
月
診
療
分
）

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
う
に
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
カ
ー
ド
を
保
険
証
と

一
緒
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。

70歳
以上の
皆さまへ

　

全
て
の
か
た
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
維
持

す
る
た
め
に
、
高
齢
者
と
若
者

の
間
で
の
世
代
間
の
公
平
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
負
担
能
力
に
応

じ
た
ご
負
担
を
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
29
年
８
月

か
ら
、
70
歳
以
上
の
皆
さ
ま
の

高
額
医
療
費
の
上
限
額
が
変
わ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費

が
高
額
に
な
り
、決
め
ら
れ
た
上

限
額
を
超
え
た
場
合
に
、上
限

額
を
超
え
て
お
支
払
い
い
た
だ

い
た
分
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。

　

上
限
額
は
、
個
人
も
し
く
は

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
８
月
か

ら
、
70
歳
以
上
の
か
た
の
上
限

額
が
下
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

70歳以上のかたの限度額（月ごと）
どの適用区分に該当するかは、被保険者証、
高齢受給者証または限度額認定証でご確認いただけます。

※１　世帯収入の合計額が 520 万未満 ( 一人世帯の場合は 383 万円未満 ) の場合や、「旧ただし書き所得」の合計額が
　　　210 万以下の場合も含みます。
※２　過去 12 ヶ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

適用区分 外来+入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

現
役
並
み

課税所得
145万円以上

のかた
44,400円

80,100円
+（医療費-267,000円）×1%

<多数回 44,400円※２>

一
般

課税所得
145万円未満

（※１）
12,000円 44,400円

住
民
税
非
課
税

Ⅱ住民税非課税世帯

8,000円

24,600円

Ⅰ住民税課税世帯
（年金収入80万以下など） 15,000円

外来+入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）

57,600円
80,100円

+(医療費-267,000円)×1%
<多数回 44,400円※２>

14,000円
年間上限

14万4,000円

57,600円
<多数回 44,400円※２>

8,000円

24,600円

15,000円

平成 29 年７月まで 平成 29 年８月から
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 きれいなひまわりが咲きますように
— 6月15日、26日　ひまわり広場 —

 安心して暮らせる地域づくりのために
— 6月29日　町長室 —

 夏のはじまり、大井平祇園祭
— 7月6日　大井平集落 —

　津南町は、町内郵便局および十日町郵便局と安心して暮
らせる津南町を目指した協定を締結しました。おもな活動
内容は、郵便局員が勤務中や勤務外に町の異変に気づいた
とき、すぐに役場などへ情報提供をし、迅速な対応を目指す
ものです。町長は「津南全域を常に回っている郵便局員の存
在は貴重。過疎地にも行くため、見守りという意味では強
い」と今後の活動に期待を寄せました。

　連日降り続いた雨もやみ、青空が広がったこの日。町内で
一番早く行われる集落のお祭り「大井平祇園祭」が行われま
した。夕方5時に神社をスタート。神輿の声が聞こえると、一
目見ようと多くの人が集まりました。この祭り恒例の大人
神輿と子どもたちが綱を引っ張り合う姿は、自然と笑みが
こぼれます。

↑郵政民営化後に改めて締結した協定

　6月15日、ひまわりウエディングに向けてwish国際ホテ
ル・ブライダル専門学校の学生が、慣れない作業と熱い日差
しに汗を流しながら、間引きの手伝いを行いました。
　また、26日にはNPO法人Tapの放課後支援事業「この指
とーまれ！」に参加する児童36名が間引き体験をしました。
歌いながら間引く子や間引いたひまわりを持って帰る子な
ど、約30分の体験を楽しみました。

↑下級生に教えながら 1本ずつ丁寧に間引きする上級生

↑ひまわりウエディングの成功を願う学生

↑周辺集落から子どもたちが集まり、一層にぎわいを見せる
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 伝統の笹沢駅伝！地域をつなぐタスキ！
— 7月2日　津南町川西地区 —

 6年生最後の夏「津南みらい教室」
— 6月22、23日　ニュー・グリーンピア津南 —

 「夏は津南」下半期に向けて練習開始！
— 7月7日　津南町役場 —

 つなん合唱隊サマーコンサート2017
— 7月9日　文化センターホール —

　当日は雨雲もなくなり晴れのなか開催された第 35 回笹
沢駅伝。今回は 23 チーム、約 230 名が参加し、優勝を
争いました。地元以外からも多くの参加があり、徐々に注
目が集まっています。地域の部で優勝したのは押付チーム。
見事 2 連覇を果たしました。

　町内の各小学校6年生が一同に集まり、レクリエーション
や合唱、イングリッシュアドベンチャーによる企画を通し
て交流を行いました。2日目の企画では、英語を使った課
題に挑戦！一人で解決できないこともみんなの力を合わせ、
クリアしました。

　ニュー・グリーンピア津南で合宿を行っている全日本ウ
エイトリフティングナショナルチームの三宅義行監督、三
宅宏美選手、八木かなえ選手、松本潮霞選手が表敬訪問され
ました。
　競技の話やリオデジャネイロ五輪での話など、普段聞く
ことのできない話をいただいたり、現在の合宿の様子をう
かがいました。三宅宏美選手は「こんな良い環境で練習でき
ることはなかなか無い。ありがたい」と語っていました。

　発足して8年目を迎えたつなん合唱隊。「愛」「希望」「感謝」
「勇気」この4つのテーマで計17曲披露しました。会場には多
くのかたが訪れ、お客さんと一緒に歌ったりと終始和やか
な雰囲気に包まれました。

↑一斉にスタートを切り、タスキをつなぐ

↑問題解くには英語が必須！みんなで解読！

↑難問をクリアし、大喜び！

↑ 6日より合宿を開始したナショナルチーム女子選手

↑心ひとつに声と思いを届けます



◆交通事故は、やっぱりとびだし
●狭い道路から広い道路へのとびだし、左右不確認の道路横断が、
　事故の一番の原因です。
●自転車による事故が増えています。十分気をつけさせてくださ
　い。（とびだし・無灯火・二人乗りなど）
●自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶらせましょう。

◆心のこもった明るい挨拶の
　できる子に

◆よい言葉づかいで話せる子に

◆服装・身だしなみがきちんと
　している子に

●乱暴な言葉・聞き苦しい言葉を聞いたら、その場で、
　一声かけましょう。

◆規則正しい生活リズムを！
●「早寝、早起き、朝ごはん」を定着させましょう。
●ゲームやテレビ、インターネットをする時間を決め
　ましょう。

●親や大人が見本となって地域で明るい挨拶の輪を広
　げましょう。

しつけ

◆防ごう水難事故
●信濃川、中津川、清津川で遊ぶときは、必ず保護者がついてく
　ださい。

◆不審者による心配な事案が増えて
　います。
●不審者に出会ったときの対応の仕方を話し合いましょう。
　（大声を出す、子ども110番の家の確認、警察への連絡等）

◆話し合い・ふれ合いをたいせつに
●子どもとふれあう機会を多くもちましょう。子どもの話に耳を傾けてください。
●生命のたいせつさを親子で話し合いましょう。

◆子どもたちの好奇心を正しい方向に
●日ごろできない体験、町や地域が主催する行事等への参加を積極的にすすめましょう。
●携帯電話やインターネットには、有害情報にアクセスする（接続する）可能性があります。
　フィルタリングサービス等を活用しましょう。また、誹謗・中傷する事例も出てきていま
　す。子どもを守るために、メディアの使い方について親子で話し合いましょう。

◆飲酒、喫煙、無免許運転、外泊はさせない
●祭り等での子どもの飲酒、喫煙に十分注意しましょう。
●子ども同士の泊まり合いや、ゲームセンター、カラオケボックス等への出入りは、やめさ
　せましょう。（帰宅時間の目安／小学生17：30、中学生18：00）
●大人のちょっとした気配りで子どもが非行に走るのを防げます。
　（バイクや車のカギを外しておくことなど。）

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●人や建物に向けた花火が事故を引き起こした例もあります。

！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

平成29年度津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！たいせつにしていますか 日ごろの躾はどうですか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなん
の子」を合言葉に、町で、地域で子どもたちを育てようとい
う活動を行っています。家の前を通る子どもたちにも積極
的に声をかけ、みなさんの協力と気配り・目配りで正しく子
どもたちを育てましょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで
夏休みです。地域での子どもたちの様子を学校に
もお知らせください。

●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りた
　ものであれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。

どの子もみんなつなんの子

安全に安全に安全に 健全に健全に健全に 良い習慣を良い習慣を良い習慣を

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
あいさつ、声がけを
しましょう。
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◆交通事故は、やっぱりとびだし
●狭い道路から広い道路へのとびだし、左右不確認の道路横断が、
　事故の一番の原因です。
●自転車による事故が増えています。十分気をつけさせてくださ
　い。（とびだし・無灯火・二人乗りなど）
●自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶらせましょう。

◆心のこもった明るい挨拶の
　できる子に

◆よい言葉づかいで話せる子に

◆服装・身だしなみがきちんと
　している子に

●乱暴な言葉・聞き苦しい言葉を聞いたら、その場で、
　一声かけましょう。

◆規則正しい生活リズムを！
●「早寝、早起き、朝ごはん」を定着させましょう。
●ゲームやテレビ、インターネットをする時間を決め
　ましょう。

●親や大人が見本となって地域で明るい挨拶の輪を広
　げましょう。

しつけ

◆防ごう水難事故
●信濃川、中津川、清津川で遊ぶときは、必ず保護者がついてく
　ださい。

◆不審者による心配な事案が増えて
　います。
●不審者に出会ったときの対応の仕方を話し合いましょう。
　（大声を出す、子ども110番の家の確認、警察への連絡等）

◆話し合い・ふれ合いをたいせつに
●子どもとふれあう機会を多くもちましょう。子どもの話に耳を傾けてください。
●生命のたいせつさを親子で話し合いましょう。

◆子どもたちの好奇心を正しい方向に
●日ごろできない体験、町や地域が主催する行事等への参加を積極的にすすめましょう。
●携帯電話やインターネットには、有害情報にアクセスする（接続する）可能性があります。
　フィルタリングサービス等を活用しましょう。また、誹謗・中傷する事例も出てきていま
　す。子どもを守るために、メディアの使い方について親子で話し合いましょう。

◆飲酒、喫煙、無免許運転、外泊はさせない
●祭り等での子どもの飲酒、喫煙に十分注意しましょう。
●子ども同士の泊まり合いや、ゲームセンター、カラオケボックス等への出入りは、やめさ
　せましょう。（帰宅時間の目安／小学生17：30、中学生18：00）
●大人のちょっとした気配りで子どもが非行に走るのを防げます。
　（バイクや車のカギを外しておくことなど。）

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●人や建物に向けた花火が事故を引き起こした例もあります。

！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

平成29年度津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！たいせつにしていますか 日ごろの躾はどうですか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなん
の子」を合言葉に、町で、地域で子どもたちを育てようとい
う活動を行っています。家の前を通る子どもたちにも積極
的に声をかけ、みなさんの協力と気配り・目配りで正しく子
どもたちを育てましょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで
夏休みです。地域での子どもたちの様子を学校に
もお知らせください。

●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りた
　ものであれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。

どの子もみんなつなんの子

安全に安全に安全に 健全に健全に健全に 良い習慣を良い習慣を良い習慣を

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
あいさつ、声がけを
しましょう。
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

■
募
集
職
種　

小
学
校　

用
務
員

■
募
集
人
員　

１
名

■
応
募
資
格

　

60
歳
前
後
ま
で

　
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）の
か
た

■
申
込
期
間　

平
成
29
年
８
月
14
日
㈪
ま
で

■
申
込
方
法

　

申
込
期
間
中
に
申
込
書（
用
紙
は
総
務
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
）を
総
務
課
総
務
班
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
任
用
期
間　

平
成
29
年
８
月
28
日
㈪
か
ら

　

任
用
は
６
か
月
を
超
え
な
い
期
間
で
、必
要

と
す
る
期
間
任
用
し
ま
す
。た
だ
し
、業
務
の
都

合
に
よ
り
更
に
６
か
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任

用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

■
選
考
方
法

　

書
類
及
び
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。過
去

に
用
務
員
の
経
験
が
あ
る
か
た
を
優
遇
い
た
し

ま
す
。

■
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
45
分（
た
だ
し
、学

校
の
予
定
に
よ
っ
て
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

■
日
時　

８
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
駐
車
場

■
内
容

　

消
防
車
、パ
ト
カ
ー
、白
バ
イ
等
の
展
示
。起

震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、水
消
火
器
で
の
初
期

消
火
体
験
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。楽
し

く
、た
め
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ぜ
ひ
、ご
家

族
そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。相
談

料
は
無
料
で
、お
ひ
と
り（
一
組
）30
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、弁
護
士
さ
ん
に
相

談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
８
月
４
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
達
し

し
だ
い
、締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

８
月
９
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容　

借
金
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、不
動

産
、交
通
事
故
、労
務
問
題
、相
続
、離
婚
、家
庭

　

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
の
各
中
学
校
か
ら
代

表
と
し
て
選
ば
れ
た
中
学
生
が
日
頃
考
え
て
い

る
こ
と
や
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と

教
育
委
員
会

　
　
　

臨
時
職
員
募
集

消
防
防
災
・

　
　

交
通
安
全
フ
ェ
ア

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
!!

弁
護
士
に
よ
る
無
料「
法
律
相
談
」開
催

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

～
わ
た
し
の
主
張

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会
～

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
教
育
委
員
会　

子
育
て
教
育
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８

を
発
表
し
ま
す
。

　

発
表
を
通
じ
て
、自
ら
が
健
康
な
心
身
づ
く

り
に
努
め
る
た
め
だ
け
で
な
く
、住
民
の
か
た

が
た
に
そ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。中
学
生
の
熱

い
思
い
を
聞
き
に
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
８
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
午
後
１
時　

開
場
）

■
会
場　

十
日
町
市
市
民
会
館

　
（
十
日
町
市
学
校
町
一
丁
目
）

■
出
場
者

　

郡
市
内
の
各
中
学
校
代
表
生
徒
12
名

■
入
場
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

内
ト
ラ
ブ
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
、悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

８
月
３
日
の
司
法
書
士
の
日
を
記
念
し
、新

潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、県
内
の
各
司
法
書
士

事
務
所
に
お
い
て
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る

こ
と
、会
社
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、成
年
後
見

に
関
す
る
こ
と
、借
金
に
関
す
る
こ
と
、そ
の
他

訴
訟
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、適
切
な
相
談
場
所

や
そ
の
解
決
方
法
が
分
か
ら
ず
に
お
困
り
の
か

た
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。「
く
ら
し
の
法
律
家
」

司
法
書
士
は
皆
様
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

■
日
時　

８
月
３
日
㈭

　
　
　
　

各
司
法
書
士
事
務
所
の
営
業
時
間
内

■
場
所　

新
潟
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

■
相
談
例

・
不
動
産
の
売
買
や
相
続
で
土
地
や
家
屋
の
名

義
を
ま
だ
変
え
て
い
な
い

・
新
し
く
会
社
を
起
こ
し
た
い

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
後
を
安
心
し
て
過
ご
し

た
い

・
も
う
何
年
も
返
済
を
続
け
て
き
た
の
に
一
向

に
借
金
が
減
ら
な
い

な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ　

新
潟
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

８
月
３
日
は
司
法
書
士
の
日
で
す

無
料
相
談
を
行
い
ま
す
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
出
張
相
談
会
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
か
た
は

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
29
年
８
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所　

ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町　

第
２
会
議
室

■
内
容　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ

た
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
弁
護
士
に
よ

る
相
談
会

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

事
前
に
申
し
込
み
を
優
先
し
ま
す
が
当
日
会

場
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

　

新
潟
県
で
は
、男
女
が
共
に
働
き
や
す
く
、仕

事
と
家
庭
生
活
等
が
両
立
で
き
る
よ
う
な
職
場

環
境
の
整
備
や
、女
性
労
働
者
の
育
成
・
登
用
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を「
ハ
ッ
ピ
ー
・

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業（
新
潟
県
男
女
共
同
参
画
推

進
企
業
）」と
し
て
登
録
し
、そ
の
取
組
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

■
登
録
す
る
と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

　

あ
り
ま
す
。

・
県
Ｈ
Ｐ
や
広
報
等
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

・
希
望
に
応
じ
て
、
県
か
ら
取
組
推
進
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
地
域
活
性
化
・
雇
用

促
進
資
金
」
に
よ
る
制
度
融
資
が
利
用
で
き

ま
す
。

・
商
工
中
金
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

応
援
ロ
ー
ン
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
県
が
発
注
す
る
物
品
調
達
等
に
お
い
て
、一
定

条
件
を
満
た
せ
ば
優
遇
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

川
で
遊
ぶ
時
に
は
、急
な
増
水
に
備
え
、遊
ぶ

場
所
近
辺
と
そ
の
上
流
部
の
気
象
情
報
や
防
災

情
報
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、現
地
で
は
事
前
に
危
険
な
場
所
を
確
認

し
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、雨
が

降
り
始
め
た
り
水
位
が
上
昇
し
た
り
し
た
場
合

は
、す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

河
川
水
位
等
の
各
種
情
報
は
、県
の「
土
木
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
」で
確
認
で
き
ま
す
。パ
ソ
コ

ン
版
・
従
来
型
携
帯
電
話（
ガ
ラ
ケ
ー
）版
サ
イ

ト
に
加
え
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
サ
イ
ト
を
新

た
に
公
開
し
ま
し
た
の
で
、是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
整
備
部
治
水
課

　

℡
７
５
７
‐
５
５
２
６

　

新
潟
県
で
は
、家
庭
、職
場
、地
域
に
お
い
て
、

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に

い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
姿
で
、男
女
共
同

参
画
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。最
優
秀
賞
に
は

３
万
円
分
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
応
募
締
切　

平
成
29
年
10
月
２
日
㈪　

必
着

　

詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.n
iig

ata.lg
.jp

/
danjobyodo/1356871505429.htm

l

■
応
募
先・お
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
５
０
‐
８
５
７
０

　

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
番
地
１

　

新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部

　

男
女
平
等
社
会　

推
進
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
４
２

　

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
の
銘
酒
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
列
車「
ほ
く
ほ
く　

SA
K

E　

Lovers

号
」

が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

新
潟
の
日
本
酒
を
世
界
に
発
信
す
る

「N
iigata SA

K
E Lovers

」が
オ
ス
ス
メ
す

る
、日
本
酒
が
も
っ
と
美
味
し
く
な
る
食
べ
合

わ
せ
が
楽
し
め
る
ほ
か
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド『
繋
ぐ
』の
試
飲
会
も
行
い
ま
す
。

■
催
行
日　

９
月
10
日
㈰

　

集
合　

六
日
町
駅　

午
前
９
時
30
分
頃

　

解
散　

く
び
き
駅　

午
後
３
時
20
分
頃

弁
護
士
に
よ
る「
Ｂ
型
肝
炎

特
別
措
置
法
無
料
相
談
会

ハ
ッ
ピ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
！

川
で
遊
ぶ
時
は

急
な
増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

平
成
29
年
度

「
み
ん
な
が
主
役
！
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

ほ
く
ほ
く
線
開
業
20
周
年
イ
ベ
ン
ト
列
車

「
ほ
く
ほ
く 

S
A
K
E

　
　
　
　
　

L
o
v
e
r
s
号
」

■
料
金　

４
，０
０
０
円（
運
賃
・
食
事
代
含
む
）

■
定
員　

40
名

　
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

メ
ー
ル（sakelovers@

hokuhoku.co.jp

）

　

電
話
受
付　

北
越
急
行
株
式
会
社　

営
業
企

画
課

　

℡
０
２
５
‐
７
５
０
‐
１
２
５
１

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

■
応
募
締
切　

８
月
10
日
㈭

・
新
潟
県
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
の
加

点
要
件
と
な
り
ま
す
。

■
対
象

　

新
潟
県
内
に
活
動
拠
点
を
有
し
、事
業
活
動

を
行
う
企
業
、法
人
、団
体

■
審
査
・
登
録

　

県
で
審
査
を
し
、登
録
手
続
き
を
行
い
ま
す

が
、登
録
に
か
か
る
費
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
男
女
平
等
社
会
推
進
課
事
業
推
進
係

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
４
２　

スマホ版
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くらしの防災情報
■
開
催
日　

平
成
29
年
10
月
１
日
㈰
雨
天
決
行

■
会　

場　

新
潟
県
津
南
町

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

■
種　

目

・
４
２
．
１
９
５
㎞

　

 

女
子
高
校
以
上
、男
子
高
校
～
44
歳
、

　

45
歳
～
54
歳
、55
歳
以
上

・
２
１
．
０
９
７
５
㎞

　

女
子
中
学
以
上
、
男
子
中
学
～
44
歳
、

　

45
歳
～
54
歳
、
55
歳
以
上

・
７
㎞

　

女
子
小
学
、中
学
以
上
、男
子
小
学
、中
学
以
上

■
受　

付

　

９
月
30
日
㈯

　

午
後
３
時
～
５
時
30
分

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南 

ロ
ビ
ー

　

10
月
１
日
㈰

　

午
前
７
時
30
分
～
各
種
目
ス
タ
ー
ト
30
分
前 

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南 

南
側

　

大
会
本
部（
荷
物
預
か
り
あ
り
）

■
開
会
式
＆
交
流
会

　

９
月
30
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
～

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
内　

特
設
会
場

※
交
流
会
費
は
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

に
宿
泊
の
方
は
無
料
、そ
れ
以
外
の
か
た
は
、

３
，０
０
０
円（
当
日
徴
収
）と
な
り
ま
す
。

■
競
技
説
明

　

各
種
目
ス
タ
ー
ト
20
分
前　

大
会
本
部
前

■
ス
タ
ー
ト　

・
４
２
．
１
９
５
㎞
／
午
前
９
時

第
４
回 

津
南
タ
フ
マ
ラ
ソ
ン

in 

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

・
２
１
．
０
９
７
５
㎞
／
午
前
11
時
10
分

・
７
㎞
／
午
前
11
時
20
分

■
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
各
種
ド
リ
ン
ク
、果
物
、こ
し
ひ
か
り
の
新
米

お
に
ぎ
り
等
量
、質
と
も
豊
富
に
用
意　

・
４
２
．
１
９
５
㎞　
　

 

10
ヶ
所

・
２
１
．
０
９
７
５
㎞ 　

５
ヶ
所

・
７
㎞ 　
　
　
　
　
　
　

１
ヶ
所

■
ゴ
ー
ル　

大
会
本
部
前

■
制
限
時
間

　

・
４
２
．
１
９
５
㎞
／
７
時
間

　

・
２
１
．
０
９
７
５
㎞
／
４
時
間

　

・
７
㎞
／
１
時
間
30
分

■
表　

彰　

　

各
部
１
～
３
位
に
賞
状
、賞
品  

飛
び
賞
あ
り

■
参
加
賞　

地
元
特
産
品（
予
定
）

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南　

無
料
入
浴
券

■
定　

員

　

・
４
２
．
１
９
５
㎞
／
２
０
０
名

　

・
２
１
．
０
９
７
５
㎞
／
２
０
０
名

　

・
７
㎞
／
１
０
０
名

■
参
加
料

・
４
２
．
１
９
５
㎞
（
高
校
以
上
）

　

一
般　

４
，８
０
０
円

　

高
校　

４
，２
０
０
円

・
２
１
．
０
９
７
５
㎞
（
中
学
以
上
）

　

一
般　

３
，９
０
０
円

　

高
校
以
下　

３
，４
０
０
円

・
７
㎞

　

一
般　

３
，０
０
０
円

　

高
校　

２
，５
０
０
円

　

中
学
以
下　

１
，７
０
０
円

　

津
南
町
在
住
中
学
以
下　

１
，０
０
０
円

■
申
込
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

ラ
ン
ネ
ッ
ト

　
　
　

http://runnet.jp/

　

ス
ポ
ー
ツ
エ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　

http://sportsaid-japan.org

②
専
用
申
込
書
に
よ
る
申
込
み

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

大
会
事
務
局
ま
で
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
４
９
‐

２
９
８
‐
７
７
８
８
）に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

参
加
料
は
下
記
口
座
宛
に
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

申
込
書
と
参
加
料
の
受
領
を
も
っ
て
正
式
エ
ン

ト
リ
ー
と
し
ま
す
。

・
郵
便
局
の
払
込
取
扱
票
に
よ
る
郵
便
振
替
／

口
座
記
号
番
号

　

０
０
１
０
０
‐
３
‐
６
６
６
８
１
５

　

加
入
者
名　

ス
ポ
ー
ツ
エ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

・
銀
行
等
、
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
み
／

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）店

　

当
座
０
６
６
６
８
１
５

　

加
入
者
名　

ス
ポ
ー
ツ
エ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

※
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）店
は
支
店
名
一

覧
の「
サ
行
・
セ
」の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

８
月
31
日
㈭
必
着

　

先
着
に
て
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま

す（
ス
ポ
ー
ツ
エ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
公
式
サ
イ
ト

で
お
知
ら
せ
）。

　

な
お
、締
め
切
り
後
に
申
し
込
み（
参
加
料
を

送
金
）さ
れ
た
か
た
に
は
手
数
料（
書
留
料
金

等
）を
差
引
い
た
金
額
を
返
金
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

津
南
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４
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津
南
町
に
住
ん
で
３
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

４
月
に
秋
山
郷
に
来
た
時
は
た
く
さ
ん
雪
が

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
新
緑
、
３
か
月
の

間
に
変
化
し
て
い
く
景
色
を
驚
き
と
共
に
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
３
か
月
は
自

分
に
と
っ
て
初
め
て
経
験
す
る
事
ば
か
り
で
し

た
。
ま
ず
は
「
雪
掘
り
」。
か
た
く
り
の
宿
の

営
業
開
始
の
準
備
で
、
施
設
裏
の
配
管
を
掘
り

出
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
雪
を
掘
る
か
ら
雪

掘
り
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
理
解
し
ま
し

た
。
施
設
の
屋
根
ま
で
届
き
そ
う
な
雪
の
量
で

し
た
が
、
昨
年
度
の
雪
は
少
な
い
方
だ
と
聞
い

て
愕
然
。
今
年
度
の
冬
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！
次
に
「
道
普
請
・
堰
普
請
」。
初

め
て
こ
の
文
字
を
見
た
時
、
読
み
か
た
も
意
味

も
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
作
業
に

参
加
し
て
、
地
域
の
生
活
・
安
全
の
為
に
と
て

も
重
要
な
作
業
で
あ
る
事
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
「
草
刈
り
」
と
「
田
植
え
」。

ど
ち
ら
も
体
が
し
ん
ど
い
部
分
は
あ
り
ま
す

が
、
作
業
を
し
て
い
る
と
夢
中
に
な
っ
て
し
ま

い
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
汗

を
か
い
た
後
の
ビ
ー
ル
は
と
て
も
お
い
し
い
で

す
ね
！
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
も

結
東
の
石
垣
田
で
「
け
っ
と
の
ほ
か
げ
」
が
無

事
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
地
域
の
か
た
が
た
と
一
緒
に
作
業

す
る
中
で
、
お
話
し
を
し
た
り
、
お
茶
飲
み
を

し
た
り
、
交
流
で
き
る
事
が
何
よ
り
も
嬉
し
い

で
す
。
今
は
こ
の
地
域
の
か
た
が
た
が
ど
の
よ

う
に
生
活
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、
実
践
し
て
、

勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
初
め
て
経
験

す
る
の
は
、「
薪
割
り
」「
稲
刈
り
」
か
な
？
見

玉
か
ら
大
赤
沢
ま
で
の
草
津
街
道
の
草
刈
り
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
昔
の
か
た
が
た
が

切
り
開
い
た
街
道
を
一
緒
に
草
刈
り
し
て
く
れ

る
協
力
者
募
集
中
で
す
！
）

最
後
に
告
知
を
。
８
月
19
日
㈯
、
14
時
か
ら

（
開
場
13
時
30
分
）、
結
東
の
か
た
く
り
の
宿
の

体
育
館
で
『
け
っ
と
の
音
楽
会
２
０
１
７
』
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
自
分
は
運
営
を
担
当
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
回
の
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
「
せ
ん
ざ
き
あ

や
の
」
さ
ん
で
す
。
秋
山
郷
の
大
自
然
の
中
に

あ
る
か
た
く
り
の
宿
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
せ
ん

ざ
き
あ
や
の
さ
ん
の
優
し
い
歌
声
を
聞
き
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。【
秋
山
郷
地
区 : 

石
田
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

↑大変な草刈りも笑顔で！

くらしの防災情報

熱中症にご注意を！
すぐにはじめよう熱中症対策！

○高温多湿な天気の日には、体内の水分・塩分のバラ
ンスが崩れたり、体温調整機能がうまく働かないこ
とにより、体に熱がたまり、筋肉痛や大量の汗、そ
のほかに吐き気・倦怠感などの症状が出ます。症状
がひどくなると意識障害が起きることもあります。

○気温が高い、湿度が高いなどの環境条件と、体調が
良くない、暑さに体がまだ慣れていないなどの個人
の体調による影響が重なることで、熱中症の発生は
高まります。

○熱中症は決して屋外だけでなく、屋内でも発症しま
す。救急搬送されたり、死亡する事例も報告されて
います。特に高齢者のかたは屋内での発症するケー
スが増えています。

！水分と塩分補給！
体温調節には汗をかくことが大切！しかし、汗をかくことで
水分と塩分が失われます。こまめな水分・塩分補給を！

！体調の変化に注意！
その日の体調によって暑さへの
抵抗力が異なります。休憩を多
めにとる、体を冷やすなどして体
調に注意を払いましょう。

！過ごしやすい環境に！
屋外では通気性のよい衣類、日
差しを防ぐ帽子の着用。屋内で
はすだれやカーテンで日差しを
防ぎ、扇風機やエアコンを使用し
て、温度調整をしましょう！

　熱中症とは？？ 　熱中症を防ぐには？？

冷やすポイント！

首の左右

わきの下

足のつけ根
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町
立
病
院
運
営
審
議
会
だ
よ
り

　

町
立
病
院
運
営
審
議
会
で
、今
後
の
具
体
的
な
病
院
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
議
論
が

始
ま
り
ま
し
た
の
で
、町
民
の
皆
様
に
審
議
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

T s u n a n  H o s p i t a l

　

今
後
の
津
南
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
、審
議

や
協
議
を
行
う
た
め
に
条
例
で
設
置
さ
れ
た
機

関
で
す
。こ
の
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、津
南
町

議
会
議
員
２
名
、津
南
町
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
２
名
、学
識
経
験
者
２
名
の
計
６

名
で
す
。ま
た
任
期
は
４
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
日　

時
：
平
成
29
年
４
月
25
日
㈫

◎
場　

所
：
津
南
病
院

◎
議
題
１
「
津
南
病
院
の
現
状
の
確
認
」

①
年
度
別
入
院
患
者
数
の
推
移

②
年
度
別
外
来
患
者
数
の
推
移

③
病
院
の
収
益
、
費
用
、
他
会
計
繰
入
金
等
の

推
移

④
Ｈ
28
年
度
年
間
医
業
収
益
科
別
内
訳
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
議
題
２
「
審
議
会
の
体
制
」

　

町
立
病
院
運
営
審
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
議

論
し
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
や
病
院
関
係
者
に

資
料
の
依
頼
、意
見
徴
収
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

審
議
の
状
況
に
よ
っ
て
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
か

た
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
議
題
３
「
審
議
内
容
の
確
認
」

①
病
院
運
営
（
経
営
）
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

は
、
直
営
、
独
立
行
政
法
人
、
国
民
健
康
保

険
立
、
公
社
化
、
指
定
管
理
に
よ
る
委
託
、

民
間
譲
渡
な
ど
の
運
営
形
態
が
あ
る
な
か

で
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
可
能
性
に

つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
２
月
か
ら
全
床
休
床
し
て
い
る
療

養
病
床
52
床
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

「
療
養
病
棟
利
活
用
検
討
会
議
」
を
設
置
し
て
、

５
月
か
ら
９
回
の
検
討
を
重
ね
、
平
成
29
年
１

月
26
日
に
町
長
へ
介
護
療
養
型
老
健
施
設
の
利

活
用
を
主
と
し
た
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
医
師
不
足
・
看
護
師
不
足

に
加
え
、
診
療
報
酬
の
改
定
や
地
方
交
付
税
の

削
減
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
近
年
急
激
に
経
営
状
況
が
悪
化

し
た
た
め
平
成
27
年
度
・
平
成
28
年
度
と
単
年

度
５
億
円
を
超
え
る
財
政
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
年
５
億
円
を
超
え
る
財
政
支
援

を
続
け
る
こ
と
は
、
町
財
政
の
収
支
に
多
大
な

影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

町
は
町
立
病
院
の
今
後
の
あ
り
か
た
と
、
町
の

医
療
提
供
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
抜
本
的
解
決

町
立
病
院
運
営
審
議
会
っ
て
？

第
１
回
運
営
審
議
会

第
２
回
運
営
審
議
会

こ
れ
ま
で
の
経
緯

②
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
診
療
科
の
再
編
と
診

療
日
の
整
理
、一
般
病
棟
の
入
院
ベ
ッ
ド
数
、

３
病
棟
〔
療
養
病
床
〕
の
活
用
、
院
外
調
剤

薬
局
の
導
入
、
健
診
事
業
、
人
間
ド
ッ
ク
、

予
防
接
種
、
在
宅
医
療
〔
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
〕、
患
者
・
利
用
者
の
交
通
体
制
の

確
立
、
病
児
・
病
後
児
保
育
の
必
要
性
な
ど

を
議
論
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
今
後
の
予
定
は
、
年
度
内
に
基
本
的
な
方
向

性
を
出
す
予
定
で
す
。

◎
日　

時
：
平
成
29
年
５
月
22
日
㈪

◎
場　

所
：
津
南
病
院

◎
議
題
１
「
病
院
運
営
（
経
営
）
の
あ
り
か
た
」

　

自
治
体
病
院
を
持
つ
市
町
村
の
運
営
形
態
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
議
題
２
「
診
療
体
制
の
あ
り
か
た
」

　

Ｈ
27
・
28
年
度
の
診
療
状
況
の
収
支
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

↑審議会委員と役場職員・病院職員が協議
する様子

策
に
つ
い
て
「
町
立
病
院
運
営
審
議
会
」
に
諮

問
い
た
し
ま
し
た
。
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～
身
近
な
病
気
、糖
尿
病
～

　

み
な
さ
ん
、
甘
い
物
は
好
き
で
す
か
？
私
は

間
食
に
つ
い
つ
い
甘
い
お
菓
子
や
甘
い
コ
ー
ヒ

ー
を
と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
生
活
を

続
け
て
い
た
ら
今
年
の
健
康
診
査
の
結
果
で
少

し
血
糖
の
数
値
が
上
が
っ
て
お
り
、
間
食
に
気

を
付
け
な
け
れ
ば
と
心
に
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

み
な
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

津
南
町
の
住
民
健
診
の
結
果
を
み
る
と
血
糖

の
数
値
が
「
少
し
高
め
（
保
健
指
導
数
値
）」

と
い
う
か
た
が
大
勢
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
発
症
要
因
か
ら
大
き
く
１
型
、
２

型
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
人
で
は
糖
尿
病
患

者
さ
ん
の
約
95
％
が
２
型
糖
尿
病
と
い
わ
れ
、

｢

ス
ト
レ
ス｣

、｢

肥
満｣

、｢

運
動
不
足｣

、｢

暴

飲
暴
食｣

な
ど
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
主
な
原

因
と
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。「
甘
い
物
は
食
べ

な
い
」
と
い
う
か
た
も
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
健
診
を
受
け
、
自
分
自
身
の
血
糖
の
数

値
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
が
重
要
で
す
。

　

健
診
で
お
話
し
を
聞
く
と
、
す
で
に
気
を
付

け
て
い
る
と
い
う
声
も
た
く
さ
ん
聞
き
ま
す
。

「
食
事
は
野
菜
か
ら
食
べ
る
」、「
間
食
に
気
を

付
け
て
い
る
」、「
コ
ー
ヒ
ー
に
は
砂
糖
を
入
れ

な
い
」
な
ど
実
際
に
気
を
付
け
て
い
る
か
た
が

多
い
よ
う
で
す
。
他
に
も
い
く
つ
か
食
事
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

《
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
》

・
朝
、
昼
、
晩
、
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う

・
職
場
で
の
昼
食
を
お
弁
当
持
参
に
す
る
と
コ

ン
ビ
ニ
の
お
弁
当
よ
り
カ
ロ
リ
ー
控
え
め
に

・
外
食
は
和
食
や
和
風
の
定
食
を
選
ぼ
う

・
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
、
バ
タ
ー
、
マ
ー
ガ
リ
ン

や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
注
意
を

・
調
味
料
や
香
辛
料
、
ハ
ー
ブ
類
な
ど
で
飽
き

の
こ
な
い
味
付
け
に

・
野
菜
、
海
草
、
玄
米
、
麦
ご
は
ん
、
キ
ノ
コ

類
な
ど
か
ら
食
物
繊
維
を

・
主
菜
を
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
お
か
ず
の
量
に

も
注
意

・
ゆ
で
た
り
蒸
し
た
り
な
ど
調
理
方
法
を
変
え

て
カ
ロ
リ
ー
控
え
め
に

　

血
糖
の
数
値
が
高
め
の
か
た
は
悪
化
し
な
い

よ
う
に
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
健
康
な
か
た
は
こ
う
い
っ
た
生
活

を
し
て
い
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

津
南
町
で
活
躍
し
て
い
ま
す
!!

貝
坂
　
桑
原
　
ジ
ィ
ン
ダ
ー
ワ
ン
さ
ん

タ
イ
か
ら
嫁
い
で

来
ま
し
た
…

　

タ
イ
か
ら
日
本
に
来
て
９
年

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
来
た

時
に
困
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
も
、
日
本
語
が
わ
か
ら

な
い
の
で
思
っ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
で
勉
強
し
た
と
言
っ
て
も

基
本
的
な
こ
と
を
少
し
ぐ
ら
い

で
、
実
際
に
使
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

で
す
。
時
々
、
話
し
た
い
の
に
話
せ
な
い
の

は
辛
い
で
す
。「
こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
」
で
勉
強
し
て
、
だ
ん
だ
ん
話
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
語
能
力
試

験
Ｎ
２
に
も
合
格
し
ま
し
た
し
、
運
転
免
許

も
日
本
語
で
取
得
し
ま
し
た
。

　

今
は
仕
事
を
し
な
が
ら
「
こ
と
ば
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。

タ
イ
の
文
化
を
広
め
た
い
で
す
…

　

私
の
仕
事
は
、
タ
イ
の
工
芸
品
を
手
作
り

す
る
こ
と
で
す
。粘
土
ア
ー
ト
、ソ
ー
プ
カ
ー

ビ
ン
グ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
キ
ャ
ン
ド
ル
な

ど
で
す
。
作
品
の
販
売
は
年
数
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
店
し
て
い
ま
す
。
粘
土
ア
ー
ト
と
彫

刻
は
公
民
館
で
教
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興

味
が
あ
っ
た
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
私
が
教

え
ま
す
。
私
の
作
品
は
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
の

で
冠
婚
葬
祭
の
引
き
出
物
や
飾
り
な
ど
に
い

か
が
で
す
か
？
注
文
承
り
ま
す
。

　

そ
し
て
他
に
も
、
私
は
タ
イ
の
野
菜
が
食

べ
た
い
の
で
畑
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
色
々
な

作
物
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
立
派
な

野
菜
が
と
れ
る
と
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

津
南
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
で
す
。
景

色
と
空
気
が
綺
麗
で
、
野
菜
と
ご
は
ん
が
美

味
し
い
で
す
。

　

津
南
町
は
雪
が
多
い
の
で
寒
く
て
大
変
で

す
。
タ
イ
で
は
雪
が
な
い
で
す
か
ら
…
。

『粘土アート』作りに取組むジィンダーワンさん♡♡♡

原稿の文章も自ら書きました。漢字もOKです♡♡♡

※「
こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」は
、外
国
か
ら
津
南
町
に
来

ら
れ
た
か
た
を
応
援
す
る
教
室
で
す
。

　

会
場
及
び
問
合
せ
先
：
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
７
６
５
‐
３
１
３
４
）

　

週
２
回
開
催
。興
味
が
あ
る
方
、大
歓
迎
で
す
!!

はーい

でーす

保健師

今月は
北村知子

保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



７月の新着図書（一部掲載）
【大人の本】
●『掟上今日子の裏表紙』 ……… 西尾 維新／著　講談社
●『デンジャラス』 ……… 桐野 夏生／著　中央公論新社
●『新任刑事』 …………………………… 古野 まほろ／著　新潮社
●『ドクター・デスの遺産』
　……………………………………………… 中山 七里／著　KADOKAWA
●『竜宮城と七夕さま』 …………… 浅田 次郎／著　小学館
●『わたしたちは銀のフォークと薬を手にして』
　…………………………………………………………… 島本 理生／著　幻冬舎
●『潮騒はるか』 ………………………………… 葉室 麟／著　幻冬舎
●『アンカー』 ……………………………………… 今野 敏／著　集英社
【子どもの本】
●『おたすけこびとのにちようび』
　……………………………………… なかがわ ちひろ／文　徳間書店
●『言葉屋』 …………… 久米 絵美里／作　朝日学生新聞社
●『りすのきょうだいとふしぎなたね』
　………………………………………………… 小手鞠 るい／作　金の星社 
●『ピンクのドラゴンをさがしています』
　……………………………………… あんびる やすこ／著　岩崎書店
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弥生 ― M a r c h ―

住野 よる／著　新潮社

『か「」く「」し「」ご「」と「』

「みんなは知らない、ちょっとだけ特別なちから。そのせいで最
近、君のことが気になって仕方ないんだ。」きっと誰もが持ってい
る自分だけのかくしごと。クラスメイト５人のかくしごとが照らし
出す、お互いへのもどかしい想い。ベストセラー作家の最新作。

・
・
・
夏
休
み
夜
の
お
は
な
し
会
・
・
・

　

今
年
も
夏
休
み
期
間
に
夜
の
お
は
な
し

会
を
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。当

日
は
、大
型
紙
芝
居
や
人
形
劇
、パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
な
ど
を
使
っ
た
楽
し
い
お
話
や
面

白
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
家
族
で
も
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　

ま
た
、今
年
は
読
み
聞
か
せ
団
体「
お
は

な
し
お
か
あ
さ
ん
」が
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、今
ま
で
読
み
聞
か
せ
で
使
用

し
て
き
た
作
品
の
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

８
月
23
日
㈬　

夜
７
時
～
８
時

■
場
所　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

　
（
30
周
年
記
念
展
示
は
３
階
視
聴
覚
室

で
す
）

■
対
象　
保
育
園
児
～
小
学
校
低
学
年
の
児
童

＊
ご
家
族
の
か
た
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
・
・
古
本
市
の
開
催
に
つ
い
て
・
・
・

　

図
書
室
で
は
、８
月
10
日
㈭
～
８
月
31

日
㈭
の
間
、書
庫
に
入
り
き
ら
な
く
な
っ

た
本
や
、長
い
間
貸
出
が
な
か
っ
た
本
、古

本
市
へ
の
寄
贈
本
な
ど
を
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
に
展
示
し
、無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

古
本
の
多
く
は
、大
人
向
け
の
小
説
で
す
。

人
気
作
家
の
小
説
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、お
早
目
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

・・・
県
立
歴
史
博
物
館
の
夏
季
企
画
展
・・・

　

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、７
月
22

日
㈯
～
９
月
３
日
㈰
の
間
、「
ク
イ
ズ
と
た

い
け
ん
！
む
か
し
の
く
ら
し
」展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。企
画
展
で
は
、小
学
生
が
祖

父
母
の
く
ら
し
を
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く

学
ん
だ
り
、む
か
し
の
く
ら
し
の
調
べ
か
た

な
ど
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴史好きになったわけ

−江村　かおるさんから

 

も
う
数
十
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
新
入
社
員
と
し
て
張
り
切
っ
て
い
た

頃
の
こ
と
で
す
。尊
敬
す
る
先
輩
か
ら「
社

会
人
と
し
て
、
人
間
的
に
成
長
す
る
に
は

歴
史
上
の
人
物
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
よ
。
ま
ず
は
織
田
信
長

あ
た
り
か
ら
だ
と
入
り
や
す
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。」
と
勧
め
ら
れ
、
読
み
始
め
た

の
が
山
岡
荘
八
の
織
田
信
長
５
巻
で
し
た
。

　

も
と
も
と
本
に
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
親

し
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
歴
史
に
つ
い
て

は
学
校
で
社
会
の
勉
強
が
全
然
ダ
メ
で
、

年
号
や
出
来
事
を
暗
記
す
る
こ
と
に
全
く

面
白
さ
を
感
じ
ず
敬
遠
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
小
説
と
し
て
読
ん
で
み
る
と

人
物
が
活
き
活
き
と
魅
力
的
に
描
か
れ
て

い
て
、
頭
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
出
来
、「
な

ぜ
あ
の
合
戦
が
起
き
た
の
か
」
な
ど
、
そ

の
背
景
が
意
味
を
持
っ
て
理
解
で
き
ま
す
。

当
時
大
河
ド
ラ
マ
で
「
独
眼
竜
政
宗
」
を

放
映
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
次
は
伊
達

政
宗
８
巻
、
続
い
て
豊
臣
秀
吉
８
巻
等

次
々
と
読
み
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ

紹介する本

岡
お か む ら

村　昌
ま さ ゆ き

幸さん （大割野）

　

こ
の
企
画
展
に
関
連
し
て
、町
図
書
室

で
も
む
か
し
の
く
ら
し
が
学
べ
る
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。専
門
書
が
多
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、お
子
さ
ん
と
一
緒
に

ご
家
族
で
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

・
・
・
移
動
図
書
室
の
お
知
ら
せ
・
・
・

　

８
月
は
移
動
図
書
室
が
お
休
み
と
な
り

ま
す
。７
月
に
本
を
借
り
た
か
た
は
、返
却

が
９
月
に
な
り
ま
す
の
で
、お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、本
を
早
く
返
却
し
た
い
場
合
は
、

図
書
室
に
本
を
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
・
・
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

７
月
31
日
㈪
、８
月
28
日
㈪

山岡荘八／著　出版社／講談社

徳川家康　全26巻

広報ライブラリー
今月の１冊

７月 −文
ふ

月
づ き

−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

い
よ
徳
川
家
康
26
巻
を
読
み
始
め
た
の
で

す
が
…
。

　

当
時
私
は
長
岡
市
に
住
み
、
仕
事
の
関

係
で
五
泉
市
ま
で
片
道
１
時
間
半
か
け
て

通
っ
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ

マ
と
い
う
と
て
も
ハ
ー
ド
な
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
毎
朝
６
時
半
に
は
ラ
ジ
オ
体

操
を
聞
き
な
が
ら
家
を
出
て
、
22
時
過
ぎ

ま
で
仕
事
を
す
る
の
が
常
で
、
家
に
帰
る

の
は
い
つ
も
夜
中
と
い
う
生
活
で
し
た
の

で
、
な
か
な
か
本
を
読
む
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の

習
慣
で
寝
床
に
入
っ
て
か
ら
読
み
始
め
る

の
で
す
が
、
数
行
読
ん
だ
だ
け
で
い
つ
の

間
に
か
寝
て
し
ま
っ
た
り
、
し
お
り
を
挟

ん
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
読
み
始
め
て
も
脈

絡
が
わ
か
ら
ず
数
ペ
ー
ジ
戻
っ
て
読
み
直

し
た
り
…
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
26
巻
読
了
す
る
の
に

何
と
２
年
く
ら
い
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
お
蔭
で
歴
史
が
と
て
も
身
近
に

な
っ
た
こ
と
は
今
と
な
っ
て
は
大
き
な
財

産
で
す
。「
愚
者
は
経
験
に
学
び
、
賢
者

は
歴
史
に
学
ぶ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、先
人
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
「
本
」

と
い
う
も
の
は
実
に
素
晴
ら
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
小
説
で
は
な
く
、
史
実
を
求
め

て
古
い
史
料
な
ど
を
漁
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
若
き
書
道
家
、
高
橋
翔
平
さ
ん
に

バ
ト
ン
を
お
渡
し
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

「
懐な
つ

か
し
い
味あ
じ

が
す
る
よ
」
と
子こ

は
言い

い
て

　
　

吾わ
れ

の
作つ
く

り
し
厚あ
つ

揚あ

げ
食た

べ
る 

石
橋
寿
子

豊ほ
う

作さ
く

を
願ね
が

い
弥や

彦ひ
こ

に
参さ
ん

拝ぱ
い

し

　
　

新あ
ら

た
な
気き

も持
ち
で
津つ

南な
ん

へ
戻も
ど

り
ぬ 

山
本
光
一

「
な
に
」「
な
に
」
と
見み

る
物も
の

全す
べ

て
に
興き
ょ
う

味み

も
ち

　
　

無む

邪じ
ゃ

気き

に
問と

い
て
は
満ま
ん

足ぞ
く

す
る
孫ま
ご 

津
端
恵
子

コ
ン
ビ
ニ
に
買か

い
し
お
に
ぎ
り
に
「
賞し
ょ
う

味み

期き

限げ
ん

　
　

午ご

前ぜ
ん

三さ
ん

時じ

」
と
記し
る

さ
れ
て
あ
り 

貝
澤
圭
子

色し
き

覚か
く

の
検け
ん

査さ

す
る
ご
と
ア
ス
パ
ラ
を

　
　

は
び
こ
る
草く
さ

と
見み

分わ

け
て
採と

り
ぬ 

関
谷
郁
子

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指し

揮き

者し
ゃ

の
ご
と
く
雪ゆ
き

柳や
な
ぎ

の

　
　

細ほ
そ

枝え

は
右み
ぎ

に
左ひ
だ
り

に
揺ゆ

る
る 
恩
田
久
美
子

萌も

え
出い

で
し
橅ぶ
な

の
若わ
か

葉ば

を
渡わ
た

る
風か
ぜ

　
　

児こ

ら
の
背せ

中な
か

に
影か
げ

を
揺ゆ

ら
せ
り
（
松
之
山
美
人
林
） 

丸
山
直
子

深ふ
か

き
霧き
り

こ
も
れ
る
路ろ

地じ

に
山や
ま

吹ぶ
き

の

　
　

標し
る
べ

の
ご
と
く
撓し
な

ひ
揺ゆ

れ
ゐ
る 

小
野
寺
恒
代

表ひ
ょ
う

紙し

絵え

の
薄う
す

黄き

緑み
ど
り

の
冬ふ
ゆ

牡ぼ

丹た
ん

　
　

明さ
や

け
き
容す
が
た

飽あ

か
ず
眺な
が

め
ぬ 

高
橋
春
枝

ぜ
ん
ま
い
を
揉も

む
わ
が
背せ

に
も
地ち

に
も
散ち

る

　
　

桜さ
く
ら

の
花は
な

に
行い

く
春は
る

惜お

し
む 

内
山
キ
ク

暮く

れ
て
ゆ
く
池い
け

の
彼か
な
た方

の
杉す
ぎ

林ば
や
し

　
　

茜あ
か
ね

の
色い
ろ

に
今い
ま

し
染そ

ま
り
ぬ 

麻
績
初
恵

三み
っ
か日

前ま
え

何な
に

も
な
き
如ご
と

寄よ

り
呉く

れ
し

　
　

友と
も

の
急き
ゅ
う

変へ
ん

に
わ
れ
立た

ち
つ
く
す 

滝
沢
勝
枝

雪ゆ
き

に
耐た

へ
そ
れ
ぞ
れ
可か

憐れ
ん

な
雪ゆ
き

割わ
り

草そ
う

　
　

花は
な

火び

の
や
う
に
パ
ッ
と
開ひ
ら

き
ぬ 

風
巻
京
子

花は
な

一い
ち

輪り
ん

蜻あ
き
つ蚡
一い
っ

匹ぴ
き

み
な
尾お

瀬ぜ

の

　
　

一い
ち

員い
ん

な
り
と
ふ
言こ
と

葉ば

残の
こ

れ
り
（
娘
と
の
尾
瀬
） 

鈴
木
綾
子

病び
ょ
う

院い
ん

の
呼よ

び
出だ

し
に
急い
そ

ぎ
来き

た
る
吾あ

を

　
　

待ま

ち
ゐ
し
叔お

母ば

か
死し

の
迫せ
ま

り
つ
つ
（
４
・
25
死
去
享
年
92
歳
） 

萩
原
光
之

長
生
学
園

晴は

れ
渡わ
た

る
空そ
ら

の
向む
こ

う
に
三み

ツ
根ね

山や
ま

　
　

頭あ
た
ま

の
雪ゆ
き

も
い
つ
し
か
消き

え
る 

富
沢　

キ
ミ

久ひ
さ

久び
さ

に
降ふ

る
今け

ふ日
の
雨あ
め

乾か
わ

き
た
る

　
　

畑は
た

に
し
み
込こ

み
緑み
ど
り

潤う
る
は

す 

島
田　

眞
之

個
人

し
な
の
荘
昼
美お

い味
し
く
て
外
出
の

　
　

ツ
ア
ー
満
開
桜
の
下し
た

で 

清
水　

貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
六
月
）

郭か
っ

公こ
う

や
駅え
き

舎し
ゃ

に
伝で
ん

言ご
ん

板ば
ん

の
跡あ
と 

千
年
雄

村む
ら

外は
づ

れ
ま
で
は
坂さ
か

道み
ち

柿か
き

若わ
か

葉ば 

れ
い
子

み
な
味あ
ぢ

を
た
た
へ
て
清し

水み
づ

は
な
れ
け
り 

房　

良

山さ
ん

頂ち
ょ
う

の
観か
ん

音の
ん

像ぞ
う

や
青あ
お

あ
ら
し 

東　

川

眼め

の
端は
し

を
か
す
め
て
迅は
や

し
初は
つ

つ
ば
め 

芳　

司

浅あ
さ

草く
さ

の
デ
ン
助す
け

一い
ち

座ざ

へ
浴ゆ
か
た衣

が
け 

渡　

舟

金か
な

蛇へ
び

の
金き
ん

属ぞ
く

の
艶つ
や

春は
る

の
昼ひ
る 

壽　

子

鈴す
ず

蘭ら
ん

の
鈴す
ず

は
鳴な

ら
ざ
り
瓶び
ん

に
挿さ

す 

妙　

今こ

年と
し

ま
た
捨す

て
る
捨す

て
ぬ
の
古ふ
る

簾す
だ
れ 

冬
詩
子

十じ
ゅ
う

薬や
く

の
花は
な

に
埋う
も

れ
る
空あ
き

家や

か
な 

　

貞　

窓ま
ど

の
外そ
と

行ゆ

き
つ
も
ど
り
つ
黒く
ろ

揚あ
げ

羽は 

美　

恵

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
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毎
日
、
お
い
し
く
食
事
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
。

会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。

　

歯
は
、
私
た
ち
の
健
康
と
深
い
か
か
わ
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で

欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
取
す
る
に
は
、

歯
で
食
べ
物
を
良
く
か
ん
で
消
化
し
や
す
い
状

態
に
し
て
、
胃
や
腸
に
負
担
を
か
け
ず
全
身
に

栄
養
を
行
き
わ
た
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
歯
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
、
正
確
な
発

音
が
で
き
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り

に
く
く
な
っ
た
り
、
顔
の
見
た
目
に
悪
い
影
響

を
与
え
た
り
し
ま
す
。
食
事
の
と
き
、
味
覚
や

歯
ご
た
え
、
歯
ざ
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る
の
も
、

大
切
な
歯
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
歯
は
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。

　

す
べ
て
の
町
民
が
歯
と
口
腔
の
健
康
を
保
ち
、

生
涯
充
実
し
た
食
生
活
や
会
話
を
楽
し
む
た
め

に
、
住
民
の
み
な
さ
ま
や
関
係
機
関
、
行
政
等

が
取
組
む
べ
き
具
体
的
な
対
策
を
検
討
し
、
平

成
24
年
に
策
定
し
た「
津
南
町
歯
科
保
健
計
画
」

を
見
直
し
、
今
年
の
３
月
に
「
津
南
町
歯
科
保

健
計
画
（
平
成
29
年
度
～
平
成
34
年
度
の
６
か

年
計
画
）
を
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

健
口
か
ら
健
康
づ
く
り
を

（
津
南
町
歯
科
保
健
計
画
か
ら
）

　

前
回
の
計
画
か
ら
そ
の
後
の
結
果
を
評
価
す

る
と
、「
保
育
園
児
の
仕
上
げ
み
が
き
を
毎
日

実
施
し
て
い
る
割
合
」「
12
歳
児
一
人
平
均
む

し
歯
本
数
」
に
つ
い
て
は
目
標
値
を
上
回
る
結

果
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
５
歳
児
の
む
し
歯
有
病
率
や
障
害
者

等
の
歯
科
保
健
対
策
で
は
課
題
も
残
り
、
今
後

は
幼
児
期
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
塗
布
導
入
の
検

討
や
、
障
害
者
等
の
歯
科
保
健
指
導
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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○デンタルフロスなどによる歯間部清掃（Floss）

○生涯を通じたフッ化物の利用（Fluorides）

○かかりつけ歯科医による定期健診（Follow UP）

12歳児一人平均むし歯本数とむし歯有病率

５歳児一人平均むし歯本数とむし歯有病率歯と口の健康を保つ３つのF

　

津
南
町
歯
科
保
健
計
画
の
中
で
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

個
人
で
、
家
族
ぐ
る
み
で
、
保
育
園
、
学
校

で
、
そ
し
て
職
場
や
施
設
ぐ
る
み
で
歯
と
お
口

の
健
康
に
取
り
組
み
、「
健
口
」
か
ら
「
健
康
」

づ
く
り
を
し
て
「
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

★目標★
【乳　　幼　　児】 親子で歯みがきでき、むし歯のない子が増える

 よくかんで食べる習慣を身につける

【児　童・生　徒】 自分の歯や口に関心を持ち、むし歯や歯周病になりにくい生活

習慣を身につける

【成　人・高齢者】 歯や口の健康を維持するための生活習慣を実践し、生涯自分の

歯で食事を楽しむ

【障害・要介護者】 歯や口の適切なケアにより健康を維持する

luorides
フッ化物

の利用
（フッ素）

F ollow up
かかりつけ
歯科医

Floss
Dental

歯間部
清掃

F
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阿
弥
陀
三
尊
種
字
碑
の
建
立
は

善
光
寺
信
仰
者
の
建
立
で
は

　

信
州
善
光
寺
に
通
ず
る
善
光
寺
道
が
津
南
町

に
は
信
濃
川
の
両
岸
に
昔
の
姿
を
残
し
た
ま
ま

点
在
し
て
い
ま
す
。

　

善
光
寺
に
は
年
間
５
０
０
万
人
の
参
詣
者
が

訪
れ
る
信し
ん
じ
ゃ
で
ら

者
寺
と
し
て
有
名
で
す
か
ら
、善
光

寺
道
は
信
仰
の
道
と
し
て
、わ
た
し
た
ち
の
先

祖
は
も
ち
ろ
ん
、近
在
か
ら
、そ
し
て
遠
路
か
ら

と
、「
お
ら
が
善
光
寺
さ
ん
」と
善
光
寺
を
参
詣

す
る
信
奉
者
が
大
勢
行
き
帰
し
た
で
し
ょ
う
。

　

信
州
善
光
寺
山
内
は
、大だ
い
か
ん
じ
ん

勧
進
を
本
坊
と
す

る
25
カ
寺
の
天
台
宗
一
山
と
、大
本
願
を
本
坊

と
す
る
14
カ
寺
の
浄
土
宗
一
山
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、本
堂（
如
来
堂
）を
中
心
に
法ほ
う

儀ぎ

が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
善
光
寺
と
呼
ば
れ
る
お
寺
は
約

１
５
０
カ
寺
、善
光
寺
如
来
像（
阿あ

み

だ
弥
陀
如に
ょ
ら
い来

、

聖し
ょ
う

観か
ん
の
ん音
菩ぼ
さ
つ薩
、勢せ
い
し
ぼ
さ
つ

至
菩
薩
を
一
つ
の
光こ
う
は
い背
に
お

さ
め
た
一い
っ
こ
う光

三さ
ん
ぞ
ん尊

如に
ょ
ら
い
ぞ
う

来
像
）を
祀
る
お
寺
を
あ

わ
せ
る
と
約
５
０
０
カ
寺
が
あ
る
と
善
光
寺
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

善
光
寺
縁え
ん
き起
の
解
説
書
に
よ
り
ま
す
と
、善

光
寺
本
尊
像
は
釈
し
ゃ
く
そ
ん尊

在
世
時
に
イ
ン
ド
で
生
ま

れ
、百く
だ
ら済
か
ら
わ
が
国
に
最
初
に
伝
来
し
、肌
に

ぬ
く
も
り
を
も
つ
極
楽
の
生な
ま
み身

如
来
で
、絶
対

的
な
秘
仏
で
す
。そ
の
秘
仏
に
か
わ
っ
て
７
年

に
１
度
前ま
え

立だ
ち

本
尊
が
開
帳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
尊
を
安
置
し
た
龕が
ん（
仏
像
を
納
め
る
た
め

の
厨ず

し子
や
壁
面
を
彫
り
こ
ん
だ
棚
）の
前
に
二

重
に
懸
け
た
戸と
ば
り張
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。外
側

の
戸
張
は
塵ち
り

除よ

け
と
い
わ
れ
、毎
朝
、日
の
出
る

時
に
上
げ
ら
れ（
開
帳
）、日
の
沈
む
と
き
に
下

げ
ら
れ
ま
す（
閉
帳
）。内
側
の
戸
張
は
本ほ
ん

戸
張

と
い
わ
れ
法ほ
う
え会
の
都
度
上
下
に
開
閉
帳
さ
れ
ま

す
。参
詣
者
は
開
帳
の
時
に
本
尊
と
の
出
会
い

を
感
得
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
身
は
こ
こ
に　

心
は
信
濃
の
善
光
寺　

導

き
た
ま
え　

弥み

だ陀
の
浄
土
へ
」「
遠
く
と
も　

一
度
は
詣
で
よ　

善
光
寺　

救
い
た
も
う
は　

弥
陀
の
誓せ
い
が
ん願
」。
こ
の
よ
う
な
２
つ
の
御ご
え
い
か

詠
歌

が
示
す
よ
う
に
善
光
寺
信
仰
は
、
阿
弥
陀
如
来

が
生
き
と
し
生
き
る
も
の
す
べ
て
を
極
楽
へ
導

く
仏
で
あ
り
、
極
楽
往お
う
じ
ょ
う
生
が
遂
げ
ら
れ
る
と
信

仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、善
光
寺
の
地
は
極
楽
と
現
世
と
の

境き
ょ
う
い
き
域
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
、御
詠
歌
に
あ
る
よ
う
に
直
接
参
拝
に
出
か

け
足
跡
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
う

し
た
聖せ
い
ち地

観か
ん

は
仏
教
伝
来
以
前
か
ら
我
が
国
に

は
あ
り
ま
し
た
。「
あ
の
美
し
い
山
は
、死
者
の

往
く
と
こ
ろ
」で
し
た
。そ
の
山
中
他
界
観
と
仏

教
の
極
楽
と
い
う
他
界
観
と
が
習
合
し
て
境
域

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
こ
ん
り
ゅ
う
し
ゃ

立
者
名
の
な
い
阿
弥
陀
三
尊
種
字
碑
は
、

阿
弥
陀
信
仰
や
善
光
寺
信
仰
の
歴
史
を
考
え
る

と
、信
州
善
光
寺
に
足
跡
を
残
し
た
先
祖
の
阿

弥
陀
三
尊
種
字
碑
が
信
者
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
集
ま
れ
～
！

「
第
１
回
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」

Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

津
南
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
「
第
１

回
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
を
行
い
ま
す
。

普
段
は
町
内
の
各
地
区
で
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
総
合
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
交
流
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
か
た
も
大
歓
迎
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日　

時　

８
月
８
日
㈫

　
　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

■
場　

所　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
体
育
館

■
対　

象　

町
内
の
か
た
ど
な
た
で
も

■
参
加
料　

無
料

■
内　

容　

①
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

②
レ
ク
ボ
ッ
チ
ャ

③
大
縄
跳
び

④
射
的
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

■
持
ち
物　

内
履
き
・
飲
み
物
・
着
替
え
な
ど

■
そ
の
他　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で　

　

乗
り
合
わ
せ
等
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
→
大
人
の
か
た
を
中
心
に

行
い
ま
す
。
呼
吸
を
意
識
し
て
、
勢
い
よ
く

息
を
吹
く
こ
と
で
腹
筋
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

②
レ
ク
ボ
ッ
チ
ャ
→
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目

で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
を
簡
単
に
し
た
ゲ
ー
ム
で

す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

③
大
縄
跳
→
８
の
字
跳
び
や
く
ぐ
り
抜
け
な
ど
、

子
ど
も
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ら
た
く
さ
ん
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
射
的
コ
ー
ナ
ー
→
子
ど
も
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
縁
日
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
さ
や
か

な
景
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
大
勢
の
方
々
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
（
Ｔ
ａ
ｐ
は
委
託
事
業
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
の
事
務
局
を
担
っ
て
い
ま
す
。）

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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退
院
支
援
看
護
師

始
め
ま
し
た

５
病
棟
　
退
院
支
援
看
護
師
　
　
富
澤
一
実

今
年
の
６
月
か
ら
退
院
支
援
看
護
師
と
し
て
病

棟
で
働
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
「
い
っ
た
い
な

ん
で
そ
の
よ
う
な
名
前
？
」「
普
通
の
看
護
師
と

何
が
違
う
の
？
」
等
思
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
現
代
の
流
れ
が
「
病
院
の
時
代
か
ら
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
時
代
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
入
院
は
あ
く
ま
で
通
過
点
で
そ
の
後
は
暮

ら
し
の
場
に
」「
患
者
で
は
な
く
生
活
者
で
あ
り

本
人
の
尊
厳
の
基
に
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
入
院

時
か
ら
そ
の
か
た
の
ゴ
ー
ル
を
予
測
し
、
病
院
全

体
や
地
域
全
体
で
協
力
し
て
関
わ
り
、
そ
の
か
た

や
ご
家
族
の
尊
厳
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
に
帰
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
み
ん
な
の
架
け

橋
と
な
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
の
が
退
院
支
援
看
護

師
で
す
。

そ
の
か
た
の
生
活
を
見
つ
め
た
中
で
、
不
安
が

少
な
く
送
れ
る
よ
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
一

緒
に
考
え
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
で
、
年
金

コ
ー
ド
が
６
３
５
０
、２
６
５
０
の
皆

さ
ん
に
、
所
得
状
況
届
が
届
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

７
月
が
提
出
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
手
元
に
届
書
が
あ
る
か
た
は
、

月
末
ま
で
に
税
務
町
民
課　

町
民
班
ま

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
を
40
年
納
付
し
た
場
合
に

１
年
間
で
受
け
取
れ
る
年
金
額
の
め
や
す

（
平
成
29
年
度
の
金
額
）

７
７
９
，
３
０
０
円

こ
の
金
額
に
厚
生
年
金
を
支
払
っ
て
い

る
か
た
は
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
60
歳

ま
で
で
す
が
、
受
け
取
り
は
原
則
65
歳

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
厚
生
年
金
を

支
払
っ
て
い
る
か
た
は
、
段
階
的
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
男
性
は
昭
和
36
年
４
月

２
日
、
女
性
は
昭
和
41
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
か
た
か
ら
65
歳
と
な
り
ま

す
。）た

だ
し
、
希
望
を
す
れ
ば
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
繰
上
げ
制
度
が
あ

り
ま
す
。
全
部
繰
上
げ
と
一
部
繰
上
げ

の
２
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
注

意
点
と
し
て
、
請
求
を
し
た
時
点
（
月

単
位
）
に
応
じ
て
年
金
が
減
額
さ
れ
、

そ
の
減
額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

も
し
60
歳
で
請
求
を
し
た
場
合
の
減

額
率
は
30
％
、
毎
月
の
支
給
額
か
ら

３
割
引
か
れ
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
中
の
か

た
は
繰
上
げ
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
全
部
繰
上
げ
を
す
る
場

合
に
は
、
65
歳
ま
で
の
間
に
支
給
さ
れ

る
予
定
だ
っ
た
厚
生
年
金
の
う
ち
基
礎

年
金
相
当
額
の
支
給
は
停
止
さ
れ
た
り
、

繰
上
げ
後
に
重
症
に
な
っ
た
場
合
、
障

害
基
礎
年
金
が
請
求
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
な
ど
不
利
益
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

病
院
歳
時
記

＜実施された行事＞
〔６月〕
	 22日	 ほくほく線開業20周年記念祝賀会
	 24日	 津南町森林組合創立50周年記念式典
	 26日	 新潟県町村議会議長会臨時総会
	 30日	 県内視察(総文福祉常任委員会)
〔７月〕
	 5日	 全員協議会
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 湯沢町議会との懇談会
	 7日	 津南地域衛生施設組合議会
	13日～14日	 県外視察(総文福祉常任委員会)

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
 4600日 板場キヨ（辰ノ口）
 1400日 大倉マツ（小下里）
 900日 髙橋昭子（船山）
 300日 城澤作義（小下里）、根津シゲ（船山）
 200日 涌井和子（割野）
 100日 小林真紀子（足滝）、柿﨑道子（大割野）
  桑原麗子（割野）

主な運動：ラジオ体操、健骨体操、ジョギング
　　　　　ウォーキング他。

健康体力づくり100日運動
	 18日	 上越魚沼地域振興快速道路建設促進期成同盟会総会
	19日～20日	 県外視察(産業建設常任委員会)
＜今後予定されている行事＞
〔７月〕
	 22日	 津南まつり
	 26日	 県町村議会全議員研修
	 26日	 上越魚沼地域振興快速道路
	 	 「十日町・六日町間」整備促進協議会総会
	 31日	 狭山市議会との懇談会
〔８月〕
	 4日	 全員協議会
	 4日	 栄村議会との懇談会

現
況
届
の
提
出
は

お
済
で
す
か
？

受
け
取
れ
る
年
金
額
・

年
齢
に
つ
い
て
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

Step5　ご結婚 そして退会

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

栄
村
上
野
原
集
落
か
ら
苗
場
山
へ
の
道
路
の

途
中
に
位
置
し
て
い
ま
す
。の
よ
さ
の
里 

牧
之

の
宿
か
ら
林
の
中
を
散
策
し
な
が
ら
、徒
歩
約

10
分
の
場
所
に
あ
り
、池
の
周
囲
に
も
散
策
道

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
樺
や
も
み
じ
の
林
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
美

し
い
池
で
、晴
れ
た
日
は
、背
景
の
鳥
甲
山
と

木
々
が
湖
面
に
写
り
絶
好
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

道路脇にも落石があり観察できる

溶結凝灰岩

天池と鳥甲山（奥）

ジ
オ
サ
イ
ト
№
37

天
池

ジ
オ
サ
イ
ト
№
38

上
野
原（
溶
結
凝
灰
岩
）

　

上
野
原
で
は
、鳥
甲
山
の
第
Ⅱ
期
噴
出
物
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
噴
出
物
は
Ｔ
３

と
呼
ば
れ
、高
温
の
火
砕
流
と
し
て
流
れ
た
も

の
が
自
ら
の
も
つ
熱
に
よ
り
溶
け
て
固
ま
り
、

一
見
す
る
と
溶
岩（
火
山
岩
）の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
産
出
す
る
溶
結
凝
灰
岩
は
灰
褐
色
の

安
山
岩
質
の
岩
石
で
、軽
石
が
つ
ぶ
れ
て
紫
が

か
っ
た
灰
色
の
の
び
た
レ
ン
ズ
状
に
な
っ
て
並

ん
で
い
ま
す
。虎
の
模
様
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
虎
斑
石
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

上
野
原
か
ら
栃
川
中
流
域
に
い
た
る
林
道
沿

い
や
布
岩
山
東
斜
面
の
標
高
１
，２
５
０
ｍ
付

近
に
分
布
し
ま
す
。層
厚
は
２
０
０
ｍ
、輝
石
安

山
岩
質
の
溶
結
凝
灰
岩
で
、柱
状
節
理
が
発
達

し
て
い
ま
す
。

結婚を希望し、自ら努力される 20 歳以上の独身で、
新潟県在住のかた、県内にお勤めのかた、または新潟
県へ移住を希望されるかたで、インターネットやメー
ルを使用できるかた。

10,000 円（2 年間有効）

にいがた出会いサポートセンター（新潟市）
　電話：025-384-4151
　HP：https://www.msc-niigata.jp/matching/

＊長岡と上越にも臨時のサポートセンターがありま
す。詳しくはホームページをご覧ください。

「ハートマッチにいがた」は、新潟県が導入した会員
制のマッチングシステムです。
結婚を希望する独身男女の出会いを、にいがた出会い
サポートセンター（以下、「センター」といいます。）
がお手伝いします。

Step4　交際スタート♡
●お引き合わせ後、サポーターが交際意思の確認をします。
お互いに交際意思が確認できたら、交際スタート !

Step3　お引合せ
●マッチングサポーターがお相手との日程調整を行い、サ
ポーターが同席してお引合せします。

Step2　お相手探し
●「センター」での閲覧や、ご自身のパソコン・スマートフォ
ンで、会いたいお相手を探しましょう。
　お引合せの申し込みは、「センター」へ。

Step1　会員登録
●パソコンまたはスマートフォンで仮登録し、「センター」
でご自身のプロフィールを本登録します。

入会から出会い、そしてご結婚まで

＊会員員登録できるのは

＊入会登録料

＊詳しくは…

しあわせ応援隊から愛を込めて

新潟県福祉保健部少子化対策課　電話 025-280-5353

ハートマッチにいがた 検索



戸 籍 の 窓

恩田　裕作さん（鹿渡）
小林　真莉奈さん（足滝） ｝
滝沢　佳彦さん（秋成）
長井　友美さん（秋成） ｝
清水　幸平さん（田中）
樋口　清蘭さん（十日町市）｝
池田　剛人さん（大割野）
丹野　愛さん　（いわき市）｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口9,948（−3）　男4,825（−6）　女5,123（3）

■世帯数3,552（2）　■転入／ 12　■転出／ 12　■出生／ 6　■死亡／ 9　■婚姻／ 3７月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●夏季企画展
　「苗場山麓の川の生きものたち」
　会　期／ 7月15日㈯～ 8月20日㈰
　入場料／無料
　苗場山麓に流れる「船津川」を中心に、

川に住む生き物や植物を紹介します。

子どもたちに大人気の川の生き物に触

れるコーナーもあります。

●ワークショップ
　「船津川たんけん隊!!」
　船津川へ行って探検しよう！
　<昆　虫　編>　７月29日㈯　9：30 ～ 11:00
　<水生生物編>　８月　５日㈯　9：30 ～ 11：00
　定　　員／ 15人（要予約）
　体　験　料／無料
　集合場所／旧中津小学校

●環境省アクティブ･レンジャー
　国立公園写真展
　会　期／ 8月4日㈮～ 8月27日㈰
   入場料／無料
　上信越高原国立公園、妙高戸隠連山国立公園、中部山

岳国立公園の３公園で活動するアクティブ・レンジャー

が、日々の業務で撮影した数多くの写真から厳選して展

示します。

●なじょもん盆踊り
　日　時／ 8月14㈪　18:00 ～ 21:00
　津南の伝統の盆踊り「からす踊り」を、生唄

に合わせ踊りましょう♪

　屋台や抽選会、地元バンドの演奏などもあ

ります。

　また、浴衣や中学生以下の来場者には、プレ

ゼントをご用意しています。

   皆さまのお越しをお待ちしています。

※夏休みの体験日程は、お配りした「なじょもん　がむしゃら塾」チラシ、または

ホームページ（http://www.najomon.com）でご確認ください。

夏季企画展

国立公園写真展

昨年の盆踊り

　

７
月
６
日
、
７
日
と
ホ
タ
ル
の
撮
影
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
表
紙
の
写
真
に
１
枚
！
」
と

張
り
切
っ
て
い
っ
た
も
の
の
、
結
果
は
失
敗
…
。

時
期
が
少
し
遅
す
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

今
回
撮
影
し
た
場
所
は
下
船
渡
本
村
。
ど
う

や
ら
ホ
タ
ル
の
繁
殖
地
だ
と
か
。
町
外
か
ら
も

撮
影
に
来
る
か
た
が
い
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は

奇
跡
の
１
枚
を
！ 

船
木 

康
平

石澤　知
ち な

菜（卯之木）　 浩一さん
 真由さん
涌井　璃

り お

音（陣場下）　 昻之さん
 かおりさん
玉村　莉

り よ

与（十二ノ木） 昌也さん
 真弓さん
半戸　蓮

れん

太
た

（中子）　 敬行さん
 かおりさん
藤ノ木　美

み ち こ

智子（子種） 実さん
 由美子さん

桑原　賢司さん	 （90歳・秋成）

福原　ツルさん	 （82歳・船山）

山田　ミヨキさん	（86歳・大割野）

樋口　奴子さん	 （74歳・辰ノ口）

江村　イセ子さん	（75歳・外丸）

阿部　良一さん	 （86歳・美雪町）

中山　勝行さん	 （80歳・外丸）　

大口　喜義さん	 （63歳・米原）　

廣田　嵐丸さん	 （17歳・卯之木）

石沢　シゲノさん	（101歳・卯之木）
■
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
新
し
く
な
る
保
険
証
。
町
民
の

皆
さ
ん
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
な
写
真
に
し
ま

し
た
。
８
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。


